第４コース環境規制に関する分析手法　RoHS分析を中心に
（株）日立ハイテクサイエンス　並木　健二
	1月26～27日の2日間にわたり㈱日立ハイテクサイエンス　サイエンスソリューションラボ東京にて、第2回目の環境規制向けの講習会が開催されました。昨年は31名の受講者でしたが、今年は定員を超える44名が参加されました。2019年から新たに規制に追加になるフタル酸の分析の内容を盛り込んだことが参加者の増加の要因と思われます。環境規制やフタル酸分析分野の第一線で活躍されている先生方の講義を受講していただくとともに受講生が実際に数種の各分析機器を体得できるような内容としました。（溶媒抽出装置、GC-MS、ICP-OES、XRF、UV、HPLCと神戸工業試験所様のIAMS）
参加者の多くはRoHS分析を実践さている方で、アンケートからは「フタル酸につい講義と技術交流会で具体的な話を聞けて有意義だった。最新の技術を知ることができ、今後の業務に役に立つ」などの意見が多く寄せられ、受講者の目的が十分に達成されている事が伺えました。技術交流会においては日頃からの疑問に思っていることや質問したい事について講師とじっくりと意見を交わすことが出来たとの意見など、有意義な懇親の場となりました。
今後の要望としてREACH規制関連の実例や動向についても盛り込んで欲しいとの意見が複数あり次回の講習会には検討したいと思います。今後も更に内容の充実化を図り、環境規制物質分析の最新の情報を届けられる講習会として定着させて行きたいと思います。
【講義内容】

（１）「製品含有化学物質管理に関する国際動向 -IEC 62321を中心として-」
（日立ハイテクノロジーズ）竹中みゆき先生
（２）「ELV/RoHS指令におけるスクーリング方法の実際」
（矢崎総業）　中込政樹先生
（３）「臭素系難燃剤（PBB・PBDE）およびフタル酸エステル類の分析手法と
標準物質」　　　　　　　　　（産総研）　松山重論先生
（４）「フタル酸エステル類などのスクリーニング手法(Py/TD-GC-MS、IAMS)による製品含有化学物質管理」　　　　　　　　（東芝）　佐藤　友香先生
（５）「六価クロムを中心とした環境規制物質の分析事例」　　　　 
（神奈川県産技センタ）　坂尾昇冶先生
（６）「RoHS分析における試験所の役割とデータの信頼性について」 

（日本適合性認定協会）　松本　年雄先生
　　【実習内容】

(1) フタル酸エステル類の精密分析およびスクリーニング分析　　　

(2) )RoHS対象試料のCd,Pb,Cr,Hgにおける種々の前処理と精密分析

　(3)蛍光X線分析を用いたスクリーニング方法ついての応用手法　

　　　　　　


